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神
道
集
の
諏
訪
本
地
。

　
信
濃
念
仏
。

　
安
曇
の
蹶
抜
き
伝
説
。

　
文
字
か
ら
読
ん
だ
時
代
。

　
　
泉
小
太
郎
　
　
白
水
郎
。

　
海
中
と
、
山
中
の
深
穴
と
。

　
　
お
ほ
く
に
ぬ
し
・
す
さ
の
を
・
す
せ
り
媛
の
比
良
坂
。

　
数
種
の
比
礼
と
、
四
季
の
国
々
と
。

　
禊
ぎ
と
、
黄
泉
と
。

　
　
い
ざ
な
ぎ
と
、
甲
賀
三
郎
と
。
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伊
吹
山
と
、
地
獄
谷
伝
説
と
。

　
甲
賀
人
の
宗
教
。

　
湖
水
を
中
心
と
し
た
宗
教
。

　
禊
ぎ
と
、
ゆ
か
は
と
。

　
出
雲
国
造
の
湯
と
、
大
汝
と
。

　
い
ざ
な
ぎ
・
い
ざ
な
み
と
、
近
江
の
国
と
。

　
　
多
賀
・
日
稚
宮

　
　
な
ぎ
・
な
み
は
、
大
汝
の
す
せ
り
救
脱
と
同
じ
か
。

　
甲
賀
形
身
解
脱
の
水
を
仏
徳
に
帰
す
る
。

　
熊
野
念
仏
譚
は
、
出
雲
出
自
の
も
の
も
あ
る
。
浴
湯
蘇
生
は
、
是
だ
。

　
甲
賀
　
　
蛇
身
。
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あ
ぢ
す
き
・
ほ
む
ち
・
允
恭
　
　
不
具
（
游
魂
）
。

　
　
小
栗
　
　
肉
身
変
替
。

　
幼
神
・
不
具
身
の
為
の
湯
。

　
湯
の
水
を
汲
む
女
。

　
　
男
（
山
路
サ
ン
ロ
・
百
合
若
等
）
。

　
当
麻
の
地
名
。

　
東
海
道
の
順
送
り
は
、
当
時
の
風
習
を
と
り
込
ん
だ
の
で
、
古
く
は
、
熊

　
野
ま
で
送
つ
た
の
か
。

　
小
栗
と
、
躄
勝
五
郎
と
。

　
　
照
天
と
、
初
花
と
。

　
熊
野
と
、
箱
根
と
。
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姫
の
私
通
（
他
国
の
男
と
）
と
、
追
放
と
。

　
魂
が
あ
る
と
、
出
来
る
か
ら
だ
。
か
ら
だ
が
あ
る
と
、
這
入
る
魂
。

　
大
嘗
殿
の
御
倉
。

　
瘉
合
さ
せ
る
斎
水
湯
の
力
。

　
　
そ
の
前
提
と
し
て
の
他
界
廻
り
。

　
大
汝
の
よ
み
の
話
は
、
国
造
禊
ぎ
の
物
語
だ
。

　
き
さ
が
ひ
。

　
「
き
さ
げ
集
」
は
、
骨
・
寸
法
の
木
そ
の
他
の
分
子
を
集
め
て
、
組
み
立

　
て
る
の
か
。

　
き
さ
り
持
ち
・
滝
の
上
・
象
山
・
小
川
・
き
さ
の
地
名
。

　
小
栗
は
、
湖
・
海
の
禊
ぎ
を
、
山
の
斎
水
に
移
し
た
物
語
だ
。
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熊
野
川
か
ら
来
た
、
不
具
神
の
旅
路
。

　
念
仏
聖
の
旅
路
に
応
じ
て
、
そ
の
出
処
が
、
遠
く
信
者
の
多
い
東
の
果
に

　
う
つ
さ
れ
た
の
だ
。

　
中
心
地
も
、
相
摸
川
の
中
流
地
と
な
る
。

　
神
の
国
か
ら
来
た
不
具
神
を
育
て
た
巫
女
、
中
将
姫
の
物
語
が
、
て
る
て

　
姫
を
作
つ
た
。

　
中
将
姫
・
う
つ
ぼ
な
ど
の
伝
説
型
の
錯
綜
。

　
　
幼
い
神
と
、
貴
女
と
（
継
母
と
、
神
育
て
人
）
。

　
て
る
て
　
　
て
る
ひ
、
巫
女
の
名
。

　
　
読
み
違
へ
。

　
紀
州
雲
雀
山
。
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熊
野
神
明
の
巫
女
。

　
中
将
姫
物
語
を
伝
へ
た
比
丘
尼
。

　
朝
日
の
本
尊
。

　
比
丘
尼
の
色
づ
と
め
の
本
縁
談
な
ど
。

　
歌
念
仏
の
中
将
姫
と
、
布
を
織
る
棚
機
つ
女
と
。

　
神
明
巫
女
と
し
て
の
狂
ひ
姿
。

　
淑
女
放
逐
談
。

　
夫
父
ら
の
遇
逢
。

　
父
兄
の
折
檻
。
す
さ
の
を
以
来
。

　
美
濃
の
照
日
の
巫
女
。

　
巫
女
の
語
り
と
、
聖
・
盲
法
師
の
語
り
と
の
融
合
し
た
物
が
、
小
栗
・
照
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天
を
一
つ
に
し
た
か
。

　
人
買
ひ
話
。
転
買
。

　
や
き
が
ね
責
め
。

　
水
汲
み
　
　
立
ち
使
ひ
。

　
長
者
。
千
軒
村
。

　
日
限
り
の
略
と
。
聖
役
と
。

　
近
江
八
景
の
問
題
。

　
玉
屋
が
門
。

　
宿
の
あ
る
じ
。

　
東
海
道
と
、
王
子
順
路
と
。

　
　
俊
徳
海
道
と
、
神
幸
順
路
の
特
定
と
。
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馬
の
家
と
し
て
の
常
陸
小
栗
氏
。

　
馬
の
神
と
し
て
の
神
明
（
観
音
）
。
そ
の
巫
女
。

　
小
栗
の
称
。
小
栗
家
の
先
祖
の
物
語
を
語
る
宣
命
。

　
鬼
鹿
毛
談
。

　
人
喰
ひ
馬
。

　
あ
い
ぬ
の
小
栗
談
。

　
あ
い
ぬ
へ
の
進
入
　
　
え
ぞ
浄
る
り
の
性
質
。

　
　
嫁
と
り
。

　
馬
乗
り
こ
な
し
の
後
は
、
別
。

　
　
嫁
と
り
と
、
よ
み
の
国
と
。

　
　
よ
み
の
国
と
、
禊
ぎ
の
斎
水
。
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巫
女
の
物
語
の
添
加
。

　
横
山
は
、
馬
主
。
小
栗
は
、
英
雄
。
照
天
は
、
馬
主
の
娘
。

　
念
仏
修
者
の
不
思
議
な
蘇
生
。

　
　
死
に
方
を
語
る
物
語
の
、
当
麻
に
お
い
て
離
合
。

　
上
野
原
の
地
。

　
東
の
は
て
　
　
常
陸
　
　
馬
術
の
家
の
名
に
、
小
栗
の
つ
く
理
由
。

　
嫁
と
り
の
話
に
結
ん
だ
、
当
麻
物
語
。

　
逐
は
れ
た
姫
の
話
。

　
馬
の
宣
命
　
　
盲
僧
。

　
照
日
の
巫
女
の
神
明
布
教
。
女
の
懺
悔
　
　
中
将
姫
。

　
時
衆
念
仏
開
基
の
地
と
、
巫
女
の
物
語
と
。
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命
数
残
つ
た
地
獄
返
り
の
人
の
話
。

　
精
霊
ぼ
め
の
物
語
。
蘇
生
を
語
る
歌
念
仏
。

　
馬
の
宣
命
は
、
変
形
し
た
。

　
藤
沢
寺
縁
起
に
入
つ
て
後
、
い
ろ
〳
〵
の
聯
想
が
絡
ん
だ
の
だ
ら
う
。
寺

　
の
は
、
地
獄
と
、
上
野
原
と
、
熊
野
位
に
、
巫
女
の
名
か
ら
出
た
照
天
姫

　
を
挿
入
し
た
位
だ
つ
た
ら
う
。

　
徳
川
家
の
聖
時
代
。

　
聖
の
形
の
野
伏
し
群
と
、
少
数
の
遊
行
聖
と
。

　
朝
夷
巡
島
記
・
御
曹
司
島
渡
り
系
統
に
、
東
国
の
牧
馬
地
方
で
、
馬
の
試

　
み
の
這
入
つ
た
も
の
。

　
小
栗
に
も
、
馬
乗
り
し
づ
め
法
を
、
照
天
か
ら
授
つ
た
の
だ
ら
う
。
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十
郎
姫
と
、
照
天
姫
と
。

　
島
々
や
天
竺
と
、
下
界
と
で
は
、
島
々
は
新
し
く
、
下
界
が
古
い
。

　
照
天
は
下
界
に
居
な
か
つ
た
け
れ
ど
、
死
ん
だ
形
を
し
た
。
そ
の
上
、
様

　
々
の
苦
労
、
国
巡
り
は
、
下
界
の
形
だ
。

　
男
の
救
ひ
出
す
形
よ
り
も
、
女
に
育
て
ら
れ
る
形
が
、
主
と
な
つ
た
。

　
甲
賀
三
郎
よ
り
複
合
多
く
、
近
代
的
だ
。

　
人
の
姿
を
、
動
物
そ
の
他
に
変
形
す
る
術
と
、
異
形
身
と
。

　
建
御
名
方
の
立
ち
氷
の
如
く
な
つ
た
の
は
、
異
形
身
で
、
蝮
虎
杖
花
の
如

　
く
な
つ
た
の
だ
。
蘇
生
の
為
。

　
諏
訪
の
湖
に
禊
ぎ
し
て
、
蝮
の
身
虎
杖
花
の
形
か
ら
脱
し
て
、
そ
こ
に
、

　
棲
み
つ
い
た
の
だ
。
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甲
賀
三
郎
の
前
型
に
も
、
呪
は
れ
て
、
蝮
の
如
く
、
虎
杖
花
の
如
く
な
つ

　
た
の
が
、
近
江
の
湖
水
で
直
つ
た
。
其
が
、
東
へ
移
つ
て
、
信
濃
に
残
つ

　
た
。
更
に
進
ん
で
、
蛇
身
に
な
る
。
水
辺
の
女
や
、
水
神
へ
嫁
入
り
の
娘

　
の
話
と
な
つ
た
。

　
小
栗
も
亦
、
元
は
現
身
霊
を
保
持
す
る
身
を
失
う
て
、
異
形
身
を
得
て
ゐ

　
た
。
其
が
、
身
を
失
う
た
餓
鬼
と
い
ふ
事
に
な
つ
た
の
だ
。
熊
野
か
ら
、

　
大
和
当
麻
に
、
又
、
箱
根
に
移
り
、
近
江
に
も
関
係
を
持
ち
、
又
、
相
摸

　
川
に
も
移
つ
た
の
だ
。

　
当
麻
と
水
と
関
係
の
尠
い
の
は
、
後
入
故
か
。

　
箱
根
の
話
が
、
相
摸
川
の
話
と
関
係
あ
る
こ
と
は
勿
論
、
此
方
が
古
い
様

　
だ
。
初
花
の
名
も
、
歌
念
仏
に
関
係
あ
ら
う
。
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小
栗
の
毒
飼
ひ
は
、
食
物
に
よ
る
異
形
身
の
説
明
で
あ
る
。

　
小
栗
も
蛇
身
に
関
係
あ
る
は
、
神
泉
苑
の
蛇
と
契
つ
た
為
の
流
離
だ
。

　
　
此
は
、
本
筋
に
関
係
の
な
さ
ゝ
う
な
古
い
形
の
物
語
で
あ
る
。

　
其
と
共
に
、
馬
術
を
得
た
の
だ
。
こ
ゝ
に
蛇
身
の
形
が
見
え
る
。

　
蛇
身
の
女
と
契
る
こ
と
は
、
水
の
女
の
故
事
に
も
関
係
が
あ
る
。

　
小
栗
で
は
、
下
界
談
は
短
い
。
現
世
に
お
け
る
異
形
持
続
・
遠
路
巡
遊
に

　
変
つ
て
ゐ
る
。

　
常
陸
小
萩
の
名
と
、
奴
隷
と
。

　
小
枝
・
小
萩
・
中
将
・
少
将
・
桂
姫
・
初
花
・
安
寿
・
き
く
丸
な
ど
の
出

　
自
。

　
袖
萩
・
小
萩
の
名
の
固
定
と
、
女
被
官
の
通
称
。
実
名
の
唱
へ
替
へ
の
源
。
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采
女
。

　
八
束
小
脛
と
、
舎
人
生
活
と
。
都
方
に
仕
へ
た
風
の
印
象
（
狐
飛
脚
の
死

　
）
。
他
郷
異
形
の
者
と
見
る
か
。

　
常
陸
・
尾
張
両
小
萩
と
も
、
や
き
が
ね
攻
め
に
あ
ふ
の
は
、
奴
隷
の
し
る

　
し
を
つ
け
た
の
だ
。
同
時
に
、
八
束
小
脛
の
翼
な
ど
も
、
遁
走
を
避
け
る

　
為
の
筋
や
、
踝
の
辺
に
、
細
工
し
た
な
ご
り
で
あ
ら
う
。

　
え
だ
を
下
女
と
し
、
え
た
と
す
る
の
も
、
え
た
に
し
る
し
を
つ
け
た
風
習

　
の
後
か
。

　
か
た
ゐ
（
か
た
ゐ
ざ
り
、
か
）
な
ど
も
、
筋
を
抜
か
れ
て
、
居
る
に
両
足

　
を
組
ま
ぬ
か
ら
の
名
で
、
奴
隷
の
名
だ
つ
た
か
。
骨
足
ら
ず
・
四
つ
足

　
（
四
つ
）
な
ど
い
ふ
の
も
、
其
か
。
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ぼ
ろ
ん
じ
の
ぼ
ろ
も
、
よ
ぼ
ろ
の
略
か
。
為
朝
の
筋
を
抜
い
た
話
も
、
其

　
だ
。

　
安
寿
そ
の
他
の
中
世
の
宗
教
名
よ
り
も
、
小
萩
は
古
い
。

　
　
と
つ
ぱ
・
す
つ
ぱ
は
、
と
ら
へ
は
ぎ
・
す
り
は
ぎ
な
ど
で
、
剥
ぎ
だ
ら

　
う
が
、
脛
の
聯
想
が
あ
り
さ
う
だ
。

　
腰
行
の
風
も
、
其
か
。

　
横
佩
大
臣
の
は
き
な
ど
も
、
さ
う
し
た
聯
想
か
ら
出
て
、
豊
成
に
く
つ
ゝ

　
い
た
の
だ
ら
う
。
萩
の
花
及
び
え
だ
に
は
、
折
る
よ
り
も
、
よ
づ
を
多
く

　
使
ふ
の
は
、
此
聯
想
を
避
け
た
の
か
。
よ
は
ぎ
と
訓
む
べ
き
な
の
か
も
知

　
れ
ぬ
。

　
を
り
も
同
様
、
是
に
関
す
る
こ
と
で
、
を
ろ
が
む
も
、
其
。
織オリ
に
通
じ
て
、
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後
世
、
何
織
・
織
何
と
い
ふ
名
が
多
い
。
扇
を
り
・
小
萩
な
ど
は
、
其
俤

　
を
見
せ
て
ゐ
る
。
織
女
の
聯
想
で
は
な
い
。
よ
を
り
の
を
り
も
、
折
り
伏

　
し
て
、
齢
を
奉
る
義
か
。
た
よ
は
膕
の
よ
で
、
よ
を
折
つ
て
の
義
だ
。
五

　
節
も
、
五
節
折
の
折
を
避
け
た
の
だ
ら
う
。
脚
の
膕
を
五
度
折
つ
て
、
鎮

　
魂
の
義
を
奏
す
る
事
ら
し
い
。

　
太
陽
井
の
話
。
井
水
の
汲
み
難
い
平
野
地
の
話
か
ら
、
海
岸
水
辺
の
物
語

　
に
移
る
の
だ
。
安
寿
の
汐
汲
み
な
ど
は
、
後
だ
。

　
播
磨
風
土
記
の
萩
原
里
は
、
萩
井
原
の
里
の
筈
で
あ
つ
た
。
一
夜
、
萩
に

　
絡
ん
で
、
処
女
の
死
ん
だ
話
が
、
伴
う
て
ゐ
る
。

　
「
萩
が
花
妻
」
も
、
古
語
だ
が
、
小
脛
の
女
の
聯
想
で
、
女
の
奴
婢
の
、

　
色
を
以
て
仕
へ
た
処
か
ら
出
た
語
で
、
後
に
は
、
唯
の
萩
と
な
り
、
鹿
の
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配
偶
の
様
に
考
へ
ら
れ
る
事
に
な
つ
た
ら
う
。

　
廻
り
あ
う
て
も
知
ら
ぬ
の
は
、
異
形
身
だ
け
で
な
く
、
よ
み
の
所
属
の
人

　
を
連
れ
る
事
の
出
来
ぬ
為
だ
。

　
健
児
な
ど
も
、
こ
む
ら
び
と
な
ど
で
は
な
い
か
。
字
音
と
し
て
は
、
過
ぎ

　
る
。

　
ひ
か
ゞ
み
な
ど
も
、
び
っ
こ
の
語
原
ら
し
い
。
膕
の
筋
を
抜
く
か
ら
で
あ

　
る
。
「
朝
妻
の
ひ
か
の
を
さ
か
」
な
ど
い
ふ
の
も
、
ひ
か
ゞ
み
か
ら
、
を

　
さ
を
引
き
出
す
の
で
、
を
さ
は
足
自
由
で
な
く
、
坐
て
用
を
足
す
者
を
言

　
ふ
の
で
あ
る
。
「
朝
妻
」
は
婢
な
る
が
故
に
、
家
に
ゐ
さ
せ
て
、
朝
ま
で

　
も
ま
く
故
で
あ
ら
う
。
井
光
ヰ
ヒ
カ
の
「
ひ
か
」
も
、
其
ら
し
い
。
ひ
か
の
音
転

　
が
ひ
な
で
、
夷
の
住
居
地
方
に
当
る
。
と
ね
り
は
、
を
さ
と
同
じ
語
原
の
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と
ね
即
、
外
根
か
ら
の
刀
禰
と
、
「
折
り
」
か
「
坐ヲ
り
」
の
融
合
し
た
も

　
の
ら
し
い
。
采
女
は
采
女
部
の
義
で
、
う
ね
は
、
内
刀
自
で
、
内
舎
人
の

　
古
い
形
な
の
だ
ら
う
。
は
や
ひ
と
は
、
駈
使
丁
と
し
て
の
名
で
、
早
足
の

　
人
で
あ
ら
う
。
隼
は
、
宛
て
字
だ
ら
う
。
ひ
と
の
と
は
、
足
く
び
か
ら
下

　
を
斥
す
か
。
神
の
用
の
脚
夫
で
、
神
聖
（
ひ
）
な
足
の
所
有
者
で
あ
る
ら

　
し
い
。
隼
人
は
、
速
足
の
聖
奴
の
義
ら
し
い
。
寺
人
・
神
人
皆
奴
婢
の
意

　
を
含
ん
だ
語
で
あ
る
。 
海  
人 
ア
マ
ヒ
ト

部
・ 

山  

人 

ヤ
マ
ヒ
ト

部
も
、
其
だ
。
駈
使
丁
を
宮

　
中
に
用
ゐ
る
の
は
、
速
脚
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
男
子
の
丁
に
も
、
は
ぎ
の
名
は
あ
つ
た
ら
う
が
、
女
の
方
に
主
に
は
ぎ
・

　
小
は
ぎ
を
使
う
た
の
だ
ら
う
。
は
ぎ
を
加
工
す
る
の
は
、
殊
に
、
野
蛮
な

　
種
族
ら
し
く
、
八
束
脛
な
ど
が
、
山
人
の
類
に
入
つ
て
ゐ
る
。
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「
ま
た
く
心
を
脛
に
あ
げ
て
」
・
「
ほ
や
の
い
ず
し
…
…
は
ぎ
に
あ
げ
て
」

　
な
ど
も
、
多
少
さ
う
し
た
女
婢
の
隠
し
処
の
聯
想
が
あ
つ
て
、
趣
向
と
な

　
つ
た
の
で
あ
る
。

　
あ
き
は
ぎ
と
あ
き
を
つ
け
る
の
も
、
聯
想
を
避
け
た
の
で
あ
ら
う
。
は
く

　
は
、
脛
の
動
詞
化
で
あ
る
。
佩
と
は
、
別
の
語
で
あ
る
。
上
肢
、
下
肢
を

　
通
す
事
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
、
性
の
聯
想
が
あ
る
の
で
あ
る
。
か
う
言

　
ふ
さ
し
ぬ
き
に
し
て
つ
け
る
袴
（
穿
く
裳
で
な
く
、
絡ハ
佩ク
裳モ
で
あ
る
）
を
、

　
奴
袴
と
書
く
も
、
故
が
あ
る
。
む
か
ば
き
は
、
向
佩
き
で
あ
る
。
ば
き
の

　
簡
単
化
し
た
も
の
で
、
向
ば
き
と
、
古
い
ほ
ど
似
て
来
る
。
脛
に
密
着
さ

　
せ
る
も
の
は
、
筒
袴
と
も
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。
此
が
新
し
い
意
の
は
く
で
、

　
襲
衣
オ
ス
ヒ
上
袴
裳モ
だ
。
此
は
袴
を
括
り
上
げ
る
。
脛
ば
き
の
は
ゞ
き
の
原
形
は
、
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此
で
あ
る
。
は
ゞ
き
の
裾
の
下
肢
を
括
る
処
ば
か
り
に
作
つ
た
脚
絆
を
、

　
は
ゞ
き
と
い
ふ
様
に
な
つ
て
、
さ
し
ぬ
き
と
改
名
し
た
。

　
　
「
脛
に
あ
げ
て
」
も
、
裾
を
ま
く
り
上
げ
て
、
上
肢
の
陰
し
処
に
近
く

　
か
ら
げ
る
の
だ
。

　
常
は
、
丁
・
丁
女
が
、
素
足
を
隠
す
か
ら
だ
。
「
は
ゞ
き
裳
」
が
、
此
で

　
あ
つ
て
、
下
裳
の
上
の
表
裳
だ
か
ら
、
お
す
ひ
裳
で
あ
る
。
ひ
も
は
、
ひ

　
も
の
緒
の
略
ら
し
い
。
正
し
く
は
、
ひ
も
の
を
で
あ
る
。
ひ
れ
・
ひ
ら
み

　
・
褶
を
通
用
す
る
の
を
見
る
と
、
頸
越
し
に
、
爪
先
よ
り
も
長
く
垂
れ
た

　
の
で
、
ひ
ら
お
び
と
す
る
の
は
、
後
の
民
間
語
原
説
で
あ
る
。
み
は
裳
で

　
あ
ら
う
。
ひ
れ
・
ひ
ら
は
、
ひ
か
ゞ
み
か
ら
出
た
ひ
な
の
転
の
ひ
ら
で
あ

　
ら
う
。
ひ
ら
み
が
、
ひ
れ
に
な
つ
て
ゐ
る
の
だ
。
ひ
れ
ふ
す
の
ひ
れ
も
平
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で
は
な
い
。
鰭
も
、
は
た
の
先
を
い
ふ
の
で
あ
る
。

　
向
ば
き
は
元
、
前
だ
け
掩
う
た
か
ら
か
。
「
向
脛
に
…
…
」
は
此
か
ら
出

　
た
か
。
早
処
女
の
前
を
示
さ
ぬ
様
ら
し
い
。
此
が
後
に
、
ひ
ら
み
と
な
る
。

　　
「
ひ
れ
か
く
る
伴
の
緒
」
と
い
ふ
の
は
、
采
女
・
舎
人
・
隼
人
等
を
斥
し

　
た
の
で
あ
る
。
舎
人
は
、
武
官
と
な
つ
て
、
ひ
れ
を
、
形
式
に
も
つ
け
な

　
く
な
つ
た
の
だ
。
襲
衣
か
ら
分
れ
ぬ
先
の
ひ
れ
は
、
襲
衣
そ
の
物
で
、
頭

　
か
ら
被
つ
て
、
前
身
を
隠
す
様
に
垂
れ
た
の
だ
。
だ
か
ら
殆
、
裸
体
で
あ

　
る
。
槻
の
葉
の
散
つ
た
と
い
ふ
の
は
、
実
は
、
襲
衣
に
「
月ツ
経キ
」
の
つ
い

　
て
ゐ
る
事
を
歌
う
た
の
だ
。
誤
解
で
あ
る
。
や
ま
と
た
け
る
と
雄
略
と
で

　
は
、
こ
ん
な
に
違
う
て
来
た
の
だ
。

　
槻
の
木
は
、
月
経
そ
の
他
の
場
合
に
こ
も
る
、
つ
き
ご
も
り
（
晦
日
の
語
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原
）
の
屋
の
辺
に
立
つ
て
ゐ
た
の
だ
。
斎
槻
も
其
だ
。
「
長
谷
の
ゆ
つ
き

　
の
下
に
」
つ
ま
を
隠
す
と
い
ふ
の
も
、
槻
屋
に
籠
ら
し
た
の
だ
。
物
忌
み

　
の
為
の
、
別
屋
で
あ
る
。
月
経
を
以
て
、
神
の
召
さ
れ
る
し
る
し
と
見
な

　
し
て
、
月
一
度
、
槻
の
斎
屋
に
籠
ら
し
た
の
だ
。

　
神
ま
つ
る
屋
は
、
す
べ
て
槻
そ
の
他
の
木
の
下
に
作
つ
た
。
こ
ゝ
に
月
経

　
の
日
を
仕
へ
る
の
を
忘
れ
て
、
月
経
の
日
に
、
忌
み
に
籠
る
屋
の
様
に
考

　
へ
た
の
だ
。

　
月
の
は
じ
め
は
、
高
級
巫
女
の
「
つ
き
の
も
の
」
の
見
え
た
日
を
以
て
し

　
た
。
月
の
発
つ
日
で
、
同
時
に
此
が
「
つ
き
た
ち
」
で
あ
る
。
神
の
来
る

　
日
が
、
元
旦
で
あ
り
、
縮
つ
て
は
、
朔
日
で
あ
る
と
考
へ
た
。

　
「
は
し
り
出
」
は
、
は
し
り
出
居
で
、
戸
を
全
部
閉
ぢ
た
様
に
し
た
、
出
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居
で
あ
る
。
神
迎
へ
に
出
居
る
屋
で
、
其
上
に
は
、
槻
の
木
が
あ
つ
た
の

　
だ
。
昔
の
歌
に
、
槻
の
歌
の
多
い
の
は
、
槻
屋
の
印
象
で
あ
る
。

　
　
「
は
な
ち
出
」
は
、
戸
ざ
し
の
な
い
出
居
で
あ
る
。

　
「
月
読
め
ば
い
ま
だ
宵
な
り
」
・
「
こ
の
月
ば
か
り
」
な
ど
、
つ
き
と
い

　
ふ
語
に
は
、
聯
想
が
多
か
つ
た
の
で
あ
る
。
「
月
た
ち
て
ま
だ
三
日
月
の

　
眉
根
か
き
」
な
ど
も
、
三
日
月
眉
を
い
ふ
の
は
、
後
世
の
技
巧
で
、
下
に

　
は
、
古
い
修
辞
法
「
月
経
の
日
か
ら
ま
だ
三
日
」
と
い
ふ
義
を
含
ん
で
、

　
「
眉
根
か
き
」
が
利
く
の
だ
。

　
「
天
ゆ
く
月
を
綱
に
さ
し
」
も
、
月
の
蓋
の
外
に
、
巫
女
の
月
ご
も
り
な

　
る
も
の
を
、
此
新
室
の
葛
根
も
て
す
る
如
く
徴サ
し
て
、
お
の
が
者
と
し
て
、

　
か
づ
き
臥
し
給
ふ
と
い
ふ
の
で
、
床
入
り
際
の
歌
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
皇
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子
尊
の
新
婚
の
褄
屋
の
歌
で
あ
ら
う
。

　
業
平
の
歌
の
「
ま
だ
き
も
月
の
か
く
る
ゝ
か
」
に
も
、
此
風
は
廃
れ
て
も
、

　
宴
会
の
正
座
の
人
の
床
入
り
に
は
、
月
を
以
て
祝
す
る
風
を
、
伝
へ
て
ゐ

　
た
の
で
あ
る
。

　
「
国
栄
え
む
と
月
は
照
る
ら
し
」
も
、
転
じ
て
、
殿
ほ
ぎ
に
月
を
出
し
た

　
の
で
、
此
夜
は
、
主
上
・
高
級
巫
女
同
床
せ
ら
れ
る
の
だ
。
此
日
寓
る
御

　
子
を
、
神
の
子
と
し
て
、
日
つ
ぎ
の
御
子
の
一
人
と
せ
ら
れ
る
の
だ
。

　
殿
は
、  

安    

殿  

ヤ
ス
ミ
ド
ノ

で
あ
る
。
此
日
の
行
事
を
、
神
と
し
て
、
神
女
と
、

　
「
や
す
み
（
し
ゝ
）
せ
す
」
と
い
ふ
。
神
事
の
最
上
で
あ
つ
て
、
神
と
し

　
て
、
地
上
に
暫
し
止
り
た
ま
ふ
義
で
あ
る
。
平
安
朝
の
御
息
所
は
、
御
子

　
を
生
ん
だ
為
、
み
や
す
み
所
に
侍
り
得
る
も
の
と
し
た
の
だ
。
安
殿
は
、
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寝
殿
即
正
殿
で
あ
る
。
後
に
清
涼
殿
が
、
其
と
な
つ
た
。

　
寝
る
こ
と
の
や
す
む
は
、
だ
か
ら
、
お
よ
る
な
ど
の
古
い
時
代
か
ら
残
つ

　
た
の
だ
。
「
安
寝
」
は
条
件
と
し
て
、
同
床
が
あ
る
。
安
見
子
は
、
采
女

　
の
名
で
な
く
、
古
く
か
ら
、
御
息
所
の
素
地
が
出
来
て
ゐ
た
こ
と
を
示
す

　
語
で
、
天
子
の
、
一
度
倖
せ
ら
れ
た
女
子
を
言
う
た
の
だ
。
村
上
の
中
宮

　
を
安
子
と
い
ふ
の
は
、
既
に
「
や
す
む
」
の
語
義
を
忘
れ
た
為
か
、
或
は

　
普
通
名
詞
の
「
や
す
み
」
子
を
、
中
宮
に
も
用
ゐ
て
ゐ
た
の
か
。

　
月
読
命
の
大
食
津
媛
を
殺
し
た
の
も
、
月
は
ま
れ
び
と
だ
か
ら
だ
。

　
す
さ
の
を
の
場
合
は
、
阿
波
に
下
つ
た
の
だ
。

　
保
食
神
が
、
牲
を
つ
き
の
血
で
け
が
し
た
の
だ
ら
う
。

　
安
殿
皇
子
の
平
城
帝
も
、
あ
で
で
な
く
、
や
す
み
ど
の
の
皇
子
と
し
て
、
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御
湯
殿
に
対
す
る
名
の
最
後
ら
し
い
。

　
「
や
す
」
と
い
ふ
語
根
は
、
神
の
降
り
留
る
義
で
、
八
十
と
い
ふ
語
に
は
、

　
そ
の
聯
想
が
伴
ふ
の
で
あ
る
。
其
か
ら
、
神
事
の
人
々
の
数
を
数
へ
る
の

　
に
使
ふ
。
崇
神
紀
の
八
十
伴
緒
・
八
十
物
部
・
八
十
神
な
ど
が
古
い
。
神

　
の
来
て
ゐ
る
間
の
、
接
待
者
の
状
態
を
言
ふ
様
に
な
つ
て
は
、
痩
す
と
な

　
り
、
や
せ
う
か
ら
の
転
の
せ
が
れ
が
、
や
つ
が
れ
と
も
、
せ
が
れ
と
も
な

　
る
。

　
八
瀬
の
里
人
は
、
こ
の
や
せ
の
語
意
か
ら
考
へ
ら
れ
た
ら
し
い
。
地
方
神

　
事
に
「
お
や
せ
」
と
い
ふ
の
が
出
る
の
も
、
此
だ
。
や
つ
る
・
や
つ
す
の

　
や
つ
も
、
此
転
音
で
あ
る
。
や
つ
こ
も
、
家
つ
子
と
言
ふ
よ
り
、
此
や
す

　
子
か
も
知
れ
ぬ
。
痩
男
の
細
男
と
、
聯
想
の
あ
る
の
も
此
だ
。
や
し
よ
め
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も
、
八
瀬
女
で
な
け
れ
ば
、
や
せ
よ
め
で
あ
る
。
神
事
に
与
る
善ヨ
女メ
で
あ

　
つ
て
、
桂
あ
た
り
の
販
婦
で
あ
る
。

　
安
来
・
野
洲
川
・
八
十
橋
な
ど
、
皆
神
天
降
を
言
ふ
ら
し
い
。
八
十
橋
な

　
ど
は
、
天
八
十
人
を
い
ふ
の
は
、
合
理
的
で
あ
る
。
安
井
も
天
降
井
で
あ

　
る
。

　
や
す
は
ふ
や
す
な
ど
ゝ
、
関
聯
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
性
的
神
事
だ
か

　
ら
で
あ
る
。

　
や
し
な
ふ
も
、
此
か
。
神
を
湯
・
乳
・
飯
で
、
居
さ
せ
育
み
奉
る
の
で
あ

　
る
。

　
安
御
食
・
安
み
て
ぐ
ら
に
は
、
増
殖
の
義
が
あ
る
の
だ
ら
う
。
埴
安
池
・

　
埴
安
彦
な
ど
の
名
義
は
、
土
を
水
で
や
し
な
ひ
置
く
と
共
に
、
国
土
が
拡
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が
る
と
見
た
の
だ
。
埴
安
池
の
土
を
取
つ
て
、
此
を
様
々
の
象
徴
に
作
れ

　
ば
、
当
方
が
勝
つ
。
埴
安
彦
も
其
で
、
此
を
亡
し
て
、
倭
宮
廷
の
力
が
増

　
し
た
。

　
や
す
・
や
す
ら
・
や
す
む
は
、
客
神
の
新
室
に
居
て
ゑ
ら
ぐ
満
悦
の
辞
で

　
あ
る
。
寿
詞
に
も
、
其
状
を
予
期
し
て
祝
す
る
。

　
「
う
ら
や
す
《
心
安
》
の
国
」
は
、
国
ぼ
め
の
語
で
、
八
十
島
・
八
十
国

　
は
、
祝
福
を
籠
め
て
い
ふ
の
だ
。
大
八
洲
も
、
や
し
の
音
に
、
よ
い
語
感

　
が
あ
る
の
だ
。

　
「
や
さ
し
」
は
、
痩
の
形
容
詞
で
な
く
、
客
神
に
対
し
て
、
心
和
い
だ
様

　
を
い
ひ
、
又
自
ら
来
臨
を
迎
へ
恥
づ
る
両
義
が
あ
る
。

　
つ
く
も
髪
は
、
産
屋
髪
で
、
物
忌
み
の
髪
形
だ
。
経
喪
ツ
ク
モ
髪
で
あ
る
。
俤
に
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見
ゆ
の
序
で
、
慣
用
か
ら
来
た
誤
解
で
あ
ら
う
。
か
げ
（
蘿
）
に
か
け
て

　
ゐ
た
。
日
か
げ
の
か
づ
ら
を
か
け
る
か
ら
で
あ
る
。
百
年
に
一
年
足
ら
ぬ

　
と
は
、
つ
く
も
の
枕
詞
で
は
な
い
。
だ
か
ら
当
然
九
十
九
の
意
で
は
な
い

　
（
百
は
違
ふ
。
つ
ゞ
で
十
九
或
は
、
九
十
九
か
）
。
百
年
に
満
ち
て
亡
び

　
る
の
で
な
く
、
常
に
一
年
足
ら
ず
伸
び
ゆ
く
、
此
槻
の
屋
の
つ
く
も
草
を

　
葺
い
た
新
屋
の
中
の
、
月
忌
髪
の
巫
女
の
頭
の
日
蘿
で
は
な
い
が
、
彼
の

　
人
、
我
に
焦
れ
て
ゐ
る
に
違
ひ
な
い
。
幻
に
現
れ
た
と
い
ふ
の
だ
。

　
つ
く
も
に
は
、
采
女
・
巫
女
た
ち
の
神
室
の
作
物
ツ
ク
モ
す
る
髪
を
言
う
た
の
か
。

　　
熊
野
と
、
出
雲
と
。

　
　
常
世
と
、
死
の
島
と
。

　
　
死
人
の
三
山
詣
り
。
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妙
室
山
。

　
死
者
蘇
生
の
地
。

　
霊
の
寄
集
地
。

　
樒
の
一
本
花
を
持
参
。
女
に
な
つ
た
証
拠
。

　
　
鉛
山
。

　
峰
の
湯
・
海
際
の
湯
。

　
を
ち
水
求
め
の
天
子
。

　
王
子
詣
で
。
馴
子
舞
。

　
東
海
道
を
説
く
の
は
、
王
子
巡
拝
の
最
初
を
示
す
の
だ
。

　
其
は
、
王
子
斎
祀
の
地
点
定
ま
ら
ぬ
、
昔
を
語
る
の
が
元
だ
。
三
島
郡
の

　
小
栗
の
社
。
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車
引
き
。
景
事
全
盛
時
代
の
色
あ
げ
。

　
熊
野
参
詣
道
中
の
歌
。

　
千
引
き
系
統
の
恋
人
に
牽
か
れ
る
話
の
種
。
万
屋
の
門
で
動
か
な
く
な
つ

　
た
の
だ
。

　
千
引
き
の
巫
女
姿
。

　
木
や
り
・
石
挽
き
・
た
ゝ
ら
唄
・
ど
う
づ
き
唄
。

　
石
挽
き
と
、
穴
太
役
と
。
六
条
・
名
越
と
、
た
ゝ
ら
踊
り
と
。

　
仏
体
勧
進
・
仏
像
鋳
造
・
開
眼
供
養
。

　
御
手
・
御
胴
勧
進
の
仏
曳
き
。

　
来
世
を
見
て
来
た
人
の
信
仰
。

　
来
世
か
ら
生
れ
替
つ
て
来
た
鳥
・
獣
・
人
間
の
因
果
話
。
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来
世
話
を
す
る
異
形
の
病
人
。

　
此
に
代
つ
て
、
物
語
る
因
果
物
師
。

　
大
和
詞
。

　
　
浄
る
り
十
二
段
系
統
。

　
歌
占
巫
女
の
語
彙
。

　
歌
比
丘
尼
の
艶
書
代
筆
。

　
藤
沢
寺
。

　
　
大
草
紙
の
新
し
い
書
き
入
れ
。

　
念
仏
を
離
れ
て
、
説
経
へ
。

　
本
地
物
の
古
態
。

　
　
初
段
、
貴
種
流
離
の
原
因
。
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最
後
は
人
間
と
し
て
、
栄
え
る
。

　
ま
だ
、
説
経
化
し
き
ら
ぬ
物
。

　
巫
女
祭
文
（
山
伏
の
手
を
通
ら
ぬ
）
。

　
　
盲
僧
の
説
経
。

　
神
事
舞
ひ
の
宣
命
。

　
　
厩
ぼ
め
及
び
示
威
。

　
後
に
は
、
馬
お
さ
へ
を
忘
れ
て
了
ひ
、
巫
女
祭
文
の
色
濃
く
な
る
。

　
東
国
の
人
の
物
語
か
ら
は
じ
ま
つ
た
。
其
後
、
熊
野
や
藤
沢
が
つ
い
て
ゐ

　
る
。

　
念
仏
聖
・
神
明
巫
女
・
歌
比
丘
尼
の
熊
野
代
参
慫
慂
。

　
　
当
麻
（
小
本
拠
）
藤
沢
か
ら
　
　
熊
野
（
大
本
拠
）
へ
。
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融
通
念
仏
・
時
衆
念
仏
の
差
。

　
念
仏
踊
り
の
屋
敷
ぼ
め
・
厩
ぼ
め
。

　
因
果
物
語
附
著
。

　
藤
沢
縁
起
。
念
仏
功
徳
。

　
武
士
発
心
譚
の
系
統
。
懺
悔
物
。

　
　
熊
谷
・
教
信
…
…
。

　
ひ
い
き
多
い
判
官
の
名
称
。

　
悲
運
の
武
士
と
、
後
に
残
る
女
性
。
比
丘
尼
の
ざ
ん
げ
。

　
　
（
小
栗
）
　
　
　
　
　
　
┌
万
歳
↓
山
伏

　
１
　
馬
宣
命
　
　
神
事
舞
ひ
┤
幸
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
└
盲
僧

36小栗判官論の計画



　
　
（
照
天
）

　
２
　
巫
女
祭
文
　
　
（
神
明
）

　
　
　
　
大
和
当
麻
縁
起
。

　
３
　
当
麻
の
無
量
光
院
開
基
。

　
　
（
念
仏
聖
）

　
　
　
　
時
衆
の
妻
と
し
て
の
照
日
（
親
鸞
の
妻
）
。

　
　
　
　
妻
は
巫
女
。
夫
は
神
。

　
　
　
　
←

　
　
　
　
妻
は
憑
尸
。
夫
は
審
神
者
。

　
　
　
　
←

　
　
　
　
　
　
┌
歌
念
仏
　
　
　
　
┌
念
仏
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妻
は
┤
浄
る
り
　
　
夫
は
┤

　
　
　
　
　
　
└
歌
説
経
　
　
　
　
└
説
経

　
４
　
熊
野
参
詣
。
功
徳
唱
導
。

　
５
　
王
子
の
本
縁
。

　
６
　
藤
沢
寺
縁
起
。

　
７
　
支
那
小
説
の
飜
案
（
水
滸
伝
）
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
折
口
信
夫
全
集
　3

」
中
央
公
論
社

　
　
　1995
（
平
成7

）
年4

月10

日
初
版
発
行

底
本
の
親
本
：
「
『
古
代
研
究
』
第
一
部
　
民
俗
学
篇
第
二
」
大
岡
山
書
店

　
　
　1930

（
昭
和5
）
年6

月20

日

初
出
：
「
民
族
　
第
四
巻
第
三
号
」

　
　
　1929

（
昭
和4

）
年4
月

※
底
本
の
題
名
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
「
昭
和
四
年
四
月
「
民
族
」
第
四
巻

第
三
号
」
は
フ
ァ
イ
ル
末
の
「
初
出
」
欄
に
移
し
ま
し
た

※
複
数
行
に
か
か
る
中
括
弧
に
は
、
け
い
線
素
片
を
あ
て
ま
し
た
。
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入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：
仙
酔
ゑ
び
す

2007

年4
月8
日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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